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絵本の捉え方
１．はじめに
　絵本の読み聞かせは、保育において行われる活動の
一つとして定着していると言ってよいだろう。確かに
幼児は、絵本を読み聞かせてもらうことを好むように
思われる。が、実際はどうなのだろう。幼児は、どの
ように受け止めているのだろうか。
　絵本に興味がない幼児や聞いていられない幼児はい
ないのだろうか。もしもそういう幼児がいるとすれば、
読み聞かせること以外の絵本の活用の仕方を、もっと
幅広く考えた方がいいのではないか。
２．絵本の読み聞かせを行うにあたって
　幼児は、言葉の獲得が不十分であり、発達途上にあ
る。語彙もまだ乏しい。言葉を聞くことが先であり、
話すことは、その後発達していく。未獲得の言葉が多
く、それらをよく聞いて、捉えようとしている段階と
言える。
　このようなことから考えて、幼児は、絵本を読み聞
かせられても、ストーリーや内容についてわからない
ことがいろいろあるのではないかと推測される。だか
らといって、絵本の読み聞かせが幼児にとって無意味
だというわけではないが、幼児は、絵本の内容につい
て、すべてを理解しているわけではないということや、
発達段階の差など個人差があり、集中して聞けない子
や読み聞かせを楽しめない子がいるかもしれない、と
認識しておくことが大切ではないだろうか。そういう
認識を持たずに何となく読み聞かせを行い、無理に理
解させようとしたりしても、楽しく思えない幼児に
とっては、読み聞かせへの興味を一層失わせることに
なりかねない。
　もちろん全然わからないわけではない。個人差はあ
るが、ある程度の理解があることは、絵本に応じた
様々な反応があることからも明らかである。言葉の理
解が不十分なのにどうして絵本の内容がわかるのか。
それは、言葉そのものよりも声の大きさや高さ、調子、
読んでいる時の表情等により伝わっていることが多い、
と考えられるからである。幼児は、わからない言葉を
聞いても、それに耳を傾けながら言い方や表情に注目
し、その言葉が表していることを推測していると思わ
れる。
　絵本を読み聞かせることの幼児にとってのメリット
としては、絵があることをあげられる。言葉がまだ未
熟な幼児にとって、絵の存在により言葉の理解がどれ
だけ助けられていることか。読み聞かせをする場合は、
絵のことを常に念頭に置き、十分に絵を見せることが
基本である。絵本の内容に合わせてどのように絵を見
せるとよいか、工夫することも大切だろう。
　絵本は繰り返しの表現があるものが多いが、これも
メリットと考えられる。同じ言葉の繰り返しやストー
リー上の繰り返し等、いろいろなパターンが見られる。
読み聞かせの中で何度も耳にすることで、幼児は強く
印象づけられ、言葉を獲得したり、ストーリーの構造
を覚えることにつながっていく。幼児は、繰り返しの
表現にすぐなじみ、いつのまにか覚えてしまうのであ
ろう。繰り返しの表現については、幼児の注目度が高
い表現であることをしっかり意識して、変化をつけて
読んだり、工夫をこらして読みたいものである。
　たとえば、『おおきなかぶ』（註１）であれば、「うんと
こしょ　どっこいしょ」という部分である。幼児がと
ても喜ぶフレーズだが、ストーリーの流れから考えて、
かぶを引っ張る人数が増えていくわけだから当然、大
きい声に変わっていくべきだろう。それにだんだん疲
れが出てくるとも考えられるので、声の質も変化させ
た方がよいと思う。
　『りんごがドスーン』（註２）であれば、りんごを食べに
集まってくる虫や動物たちの食べるときの音が繰り返
〔　要　　約　〕
　本稿は、絵本の内容や特徴について、様々な角度から捉えようとするものである。
　読み聞かせに限らず、いろいろな捉え方を生かした活動を行うことによって、読み聞かせになじめな
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し表現される。「みちゃ　みちゃ　みちゃ」１）、「ちゅ
う　ちゅう　ちゅう２）、「しゃり　しゃり　しゃり」３）、
「がり　ぽり　がし　がし」４）、「かぷかぷ　ぴちゃぴ
ちゃ」５）等、虫や動物たちによって異なる表現になっ
ており、どれもユニークで秀逸なものばかりである。
３．絵本のいろいろな捉え方とそれを生かした活動
　絵本の読み聞かせを聞くことは、幼児にとってとて
も良い活動であるが、それは、幼児が自分では絵本を
読めないことの表れでもある。絵本の読み聞かせは、
読書として位置付けるものではなく、将来の読書へつ
なげるためのものであり、幼児にとっては、遊びと同
じようなものと捉えられる。だから、単に読み聞かせ
るだけでなく、もっといろいろな絵本の活用の仕方を
工夫すれば、さらに楽しい活動になるのではないか。
読み聞かせを集中して聞けない幼児や楽しめない幼児
等も引きつけられるように、できるだけたくさんの幼
児が興味を持つように絵本を使った活動ができないだ
ろうか。そのためには、絵本の内容や特徴について
様々な角度から捉えることが必要だと考える。いくつ
かの絵本を取り上げて、いろいろな捉え方を例示する
とともに、それを生かした活動をあげてみる。
茨　絵の見せ方
①『だるまちゃんとてんぐちゃん』（註３）
　ちいさいだるまちゃんが、ちいさいてんぐちゃんの
持ち物を見て自分もほしくなり、家に帰ってねだる、
という話である。ちいさいだるまちゃんは、最初、ち
いさいてんぐちゃんのうちわがほしくなる。家に帰っ
てから、お父さんと思われるおおきなだるまどんに
様々なうちわをたくさん出してもらうが、どれも気に
入らない。次のページを開くと、結局やつでの葉をう
ちわの代わりにしたことがわかる。うちわの次は下駄
がほしくなるのだが、ここで前のページに戻ってよく
見てみよう。たくさんのうちわが部屋中に散らばって
いるページである。（資料Ａ）
　多数のいろいろなうちわが、一つ一つ丁寧に描かれ
ている。こんなに様々なうちわがよくあったものだと
感心するばかりである。この絵を時間を十分にとって
見せ、うちわ一つ一つをじっくりと眺めさせてはどう
かと思うのである。細かいところまできっちり描かれ
ていて、幼児も興味を持つのではないだろうか。見た
ことがあるうちわはないかとか、家にどんなうちわが
あるかとか、どのうちわが好きかなど、幼児に聞いて
みてもいいだろう。
　また、うちわに目を奪われがちだが、おおきなだる
まどんの表情にも注目させたい。怒ったような難しい
顔をして、ちいさいだるまちゃんを見つめている。何
を思っているのだろうか。見落とせないのは、お母さ
んらしいだるまも登場していることである。優しそう
な顔をして何気なく子どものためにうちわを探して
持ってきている、といった様子である。このお母さん
だるまの存在にもぜひ気づかせたい。
　うちわの後も、ちいさいだるまちゃんは、次々とち
いさいてんぐちゃんの持ち物がほしくなり、家でねだ
るたびにおおきなだるまどんを始め家族が、家にある
物をいろいろ引っ張り出してくるという展開である。
そのつど出てくる様々な物が、部屋一面に広げられて
いる絵をじっくりと見せてはどうだろうか。見せなが
らいろいろと幼児に問いかけたり、説明したりすると
いいだろう。
絵本の捉え方 3
259－　　－
　たくさんの物があふれているが、その中に妹らしい
だるま、おばあちゃんらしいだるま、おじいちゃんら
しいだるまが、文章中にはまったく書かれていないが、
さりげなく登場してくる。妹だるまは、ままごとをし
ているようである。人形をおんぶしていたり、料理
ごっこをしている。おばあちゃんだるまもおじいちゃ
んだるまも優しそうで、にこにこしながら孫のために
協力している。（資料Ｂ、Ｃ）
　実にほのぼのとしたアットホームな感じである。こ
んな家族の様子にもぜひ気づかせたい。ちいさいだる
まちゃんへの愛情が感じられるのではないだろうか。
この作品は、ちいさいだるまちゃん一家のホームドラ
マのように捉えることもできると思う。
②『きいろいのはちょうちょ』（註４）
　これは、非常に手のこんだ独創的なしかけ絵本であ
る。少年が、黄色いちょうちょをつかまえようとして
網を振り下ろす。つかまえたかどうか次のページを開
くと、ちょうと思ったのは、そうではなくて別のもの
だったということが繰り返される。ちょうちょのよう
に見えるのは、ちょうの羽の形が黄色くなっているだ
けのシンプルなものだが、実は、羽のような形に穴が
開いているだけで、色はない。色は、２ページ後のす
ぐ下のページの黄色い部分に穴が重なって、ちょうの
ように見えるだけなのだ。だから、次のページを開く
とちょうは消えてしまい、少年がつかまえたと思った
のは、黄色い花、実、風船、ヘルメットだったりする。
（資料Ｄ、Ｅ）
　ちょうの形の穴と何か黄色い物が、うまく重なるよ
うにしているわけだが、その発想はすごい。黄色い物
はたくさんあるだろうが、黄色い物だけ唐突に登場さ
せるわけにはいかない。無理なく自然に存在するよう
にその場面全体を考えなければならない。そういう点
が巧みである。それは、たとえば、工事現場（黄色い
ヘルメット）、交差点（黄信号）、台所（オムレツ）と
いうふうに描かれる。（資料Ｆ）
資料Ｄ９）
資料Ｃ８）
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　読み聞かせた後、ちょうが実は別の物であっただけ
でなく、どんな場面なのか、全体をしっかり見せたい。
　穴が黄色い物に重なってちょうのように見えるしか
けだけでも大したものだが、しかけはそれだけではな
い。次のページを開いて、ちょうだと思ったものの実
体がわかるとき、ちょうの羽のような丸い穴は、前の
ページの絵に重なって様々な物を表しているのである。
それは、ぶたの鼻、サングラス、リボン、ぽかんと開
いた口、金魚、宇宙人というように実に多彩な物に変
化している。（資料Ｇ、Ｈ）
　どれも同じようにちょうちょに見えた穴が、ページ
を開くと今度は全部異なる物に見えるのである。それ
も絵全体に見事に調和し、まったく違和感を感じさせ
ない。あまりにぴったり調和しているので、よく見な
いと気づかないくらいである。「ちょうに見えたあの
穴は、どこにあるのかな。」と幼児に問いかけて、気
づかせたいものである。自分で気づく幼児は少ないと
思われるし、言われても気づかない幼児もいるかもし
れない。具体的に穴の部分を指摘し、穴が絵のどんな
部分にどんなふうに重なって何に見えるのか、丁寧に
見せながら確かめるとよいだろう。物を見る場合、全
体を見たり、細かく部分的に見たり、見方によって見
えてくるものが違うことなどを、なんとなく感じるこ
とができるかもしれない。
芋　絵本の世界に入っていく
①　『ぐりとぐら』（註５）
　ぐりとぐらはねずみであるが、擬人化されて描かれ
ている。ねずみが言葉を話したり、かすてらを焼いた
りするはずがない、と違和感を感じてしまってはこの
作品の魅力を全然味わえない。だが、それは大人の見
方であって、幼児に関してそんな心配はまったくなく、
違和感どころかむしろ親しみを感じるばかりだろう。
これは、幼児が、まだ現実と非現実の境があいまいで、
現実の中にたやすく非現実が入り込むような状態にあ
るからで、大人との大きな違いである。
　読み聞かせを行う場合、そういう幼児の特徴を十分
に生かしたい。具体的には、ぐりとぐらや森の動物た
ちのペープサートを作り、それらを使いながら物語っ
てはどうだろうか。
②　『こんとあき』（註６）
　この絵本は、現実と非現実の境が微妙な感じであり、
独特の世界を描き出している。きつねのぬいぐるみ、
こんは、人間と同じように話したり動いたりして生活
しているのだが、非現実性をほとんど感じさせないく
らい人間社会にとけこんでいる。あきも他の登場人物
も人間に接するのと同じようにこんに接している。こ
んは、ずっと前から人間社会で一緒に生活していたか
のように感じられるのである。不思議な味わいがある
作品だ。
　もしかしたら、この作品の世界は、幼児の世界に非
常に近いのではないか。幼児が日常、感じているのは
このような感覚かもしれない。幼児にとって、とても
親しみやすくすぐ入り込める作品ではあるまいか。お
気に入りのぬいぐるみを幼児たちに持たせて、読み聞
かせてはどうだろう。自分もあきになったような気持
ちが高まり、作品の中にますます入り込みやすくなる
のではないだろうか。
③　『かいじゅうたちのいるところ』（註７）
　この絵本は、前述した『ぐりとぐら』や『こんとあ
き』よりも非現実的性格が強い。主人公の少年、マッ
クスは、お母さんに怒られて寝室に放り込まれている
うちに、寝室が別世界に変わってしまう。マックスは、
船に乗り、怪獣たちがいる島に流れ着いて王様になる
のだ。怪獣が登場するということは、現実ではまず考
えられない。それは幼児もわかっているだろうが、そ
資料Ｇ12）
資料Ｈ13）
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んなことは気にならずに、絵本の中の話として単純に
怪獣の登場を喜ぶことだろう。怪獣たちの王様になる
なんてこんなに愉快で痛快なことはない。冒険好きな
幼児にとっては、夢のような話ではあるまいか。
　この作品を読み聞かせた後は、みんなで怪獣を粘土
やブロックで作ってみてはどうだろう。作品に登場す
る怪獣に似ていても似ていなくてもかまわない。いろ
いろな怪獣を作って怪獣の島を作り上げたら、もう一
度読み聞かせをするのだ。幼児は、怪獣たちと一緒に
耳を傾ける。保育室が、「かいじゅうたちのいるとこ
ろ」になってしまうような気がするかもしれない。
鰯　他の活動へと発展させる
①　『とりかえっこ』（註８）
　この絵本は、単純なストーリーだが、ユニークな発
想であり、かわいらしくてとぼけた味わいが感じられ
る。ひよこが、遊びに出掛けた途中で出会う動物たち
と、次々に鳴き声を交換する話である。最初はねずみ
と、次にぶた、以下、蛙、犬、猫、亀と次々に交換す
る。ひよこの鳴き声が変わるだけでなく、交換相手の
動物の鳴き声も変わるのがおもしろい。最初の相手の
ねずみは、ひよこの鳴き声「ぴよぴよ」に変わるが、
次からは、ひよこが交換してその時持っていた鳴き声
に変わる。元々の鳴き声とのギャップが大きい場合は、
特にユーモラスである。
　鳴き声を工夫して読むのは、誰でも考えることだろ
うし、大事だと思うが、読み聞かせた後、ひよこをま
ねて幼児たち同士、いろいろなものをとりかえっこし
てみてはどうだろう。みんなで同じものをとりかえっ
こしても、何でも自由にとりかえてもいい。相手のこ
とや自分のことに何か新たに気づくかもしれない。
②　『せんろはつづく　まだつづく』（註９）
　この絵本は、６人の子どもたちが、様々な障害を自
分たちの力で乗り越えながら線路を作り続け、どこま
でも汽車に乗って進んでいく話である。こう書くと何
か人生論めいた話のようでもあるが、そうではない。
荒唐無稽とも言えるが、非常にスケールの大きな、読
むと力がわいてくるような気になる作品である。
　子どもたちだけで汽車を走らせていることだけでも
現実離れしているのだが、その上、行く手を阻む障害
を次々と乗り越えていく。たとえば、すいか畑があっ
たり、あひるがいっぱいで進めなくなったりすると、
陸橋を作ったり、踏切を作ったりすることで解決する。
（資料Ｉ、Ｊ）
　障害も解決方法もだんだんエスカレートし、ついに
は深い谷にまで橋を架けトンネルを掘って線路を敷き、
ジェットコースターのようにして進んでしまう。橋で
資料Ｉ14）
資料Ｊ15）
資料Ｋ16）
資料Ｌ17）
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も駅でもトンネルでも、全部子どもたちの手で作って
しまい、どんな障害も解決する。こんなことはあり得
ないと思いながらも、子どもたちの超人的活躍に壮快
な気分になるのだ。この６人の子どもたちは、スー
パーキッズとでも呼びたいようなヒーロー的存在と捉
えられる。（資料Ｋ、Ｌ）
　読み聞かせ終了後は、この絵本を参考にしながらブ
ロックや画用紙、折り紙などいろいろな材料を使って、
みんなで線路や汽車、陸橋、沿線の山や川、町などを
作ってはどうだろう。読み聞かせによって、幼児の製
作意欲は十分に高まっていると思う。作品中の６人の
子どもたちに負けずに、知恵を出し合い、協力しなが
らジオラマのようなものを作ってみたい。
③　『シンデレラ』（註10）
　よく知られた話である。シンデレラに憧れる幼児も
たくさんいるだろう。
　この作品については、やはり物語に出てくる衣装や
かぼちゃの馬車等を描いたり作ったりさせるのがよい
だろう。可能であれば、幼児が変身できるよう実際に
着られるようにドレスなどを作ると楽しいと思う。か
ぼちゃの馬車は、走るようにするのは難しいかもしれ
ないが、乗れるくらいには作れるのではないか。ガラ
スの靴もぜひ作りたい。作ったものを使って、みんな
でシンデレラごっこをすれば非常に楽しいと思う。
　または、変身ごっこに発展させるのはどうだろう。
お姫様や王子様だけでなく、自分がなりたいいろいろ
なものに変身するのである。
４．まとめ
　これまで述べてきたように絵本の内容や特徴を様々
な角度から捉え、それを生かした活動を行うことによ
り、読み聞かせになじめない幼児も興味を持つことが
できるのではないだろうか。読み聞かせを大事にしな
がらもこだわりすぎず、遊びと同じように柔軟に捉え
て、絵本に合わせた活動を工夫することが大切だと思
われる。そうすれば、個人差や発達段階の差があって
も、多くの幼児が、楽しんで活動でき、絵本が好きに
なることにつながっていくのではないかと考える。絵
本の内容や特徴を生かした活動を考えるための、多様
な捉え方をいくつか提示できたのではないだろうか。
　今後は、本稿で述べた活動を実践し、検証していき
たい。
<註>
註１　内田莉莎子再話，佐藤忠良画『おおきなかぶ』
福音館書店　1962
註２　多田ヒロシ『りんごがドスーン』文研出版　1975
註３　加古里子『だるまちゃんとてんぐちゃん』福音
館書店　1967
註４　五味太郎『きいろいのはちょうちょ』偕成社　
1983
註５　中川李枝子，大村百合子『ぐりとぐら』福音館
書店　1963
註６　林明子『こんとあき』福音館書店　1989
註７　モーリス・センダック『かいじゅうたちのいる
ところ』冨山房　1975
註８　さとうわきこ『とりかえっこ』ポプラ社　1978
註９　竹下文子・文，鈴木まもる・絵『せんろはつづ
く　まだつづく』金の星社　2009
註10　山下明生・文，牧野鈴子・絵「シンデレラ」
（『シンデレラ・ながぐつをはいたねこ』講談
社のおはなし絵本館12　所収）（ペロー童話よ
り）講談社1989
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SUMMARY
Hirokazu KASHIKURA :
　　　The purpose of this study is to consider a content and character of picture books from some viewpoints.
　　　Some children who aren’t accustomed to be read are interested to play with bringing out the various 
appreciations other than reading. Then many children wil be able to enjoy reading picture books.
 (Uyo Gakuen Colege) 
An Appreciation of Picture Books
－ For Considering to Put Picture Books to Practical Use Other than Reading －
